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本年も昨年に引き続きコロナ感染拡大の影響を受けました。基本的には対面でゼミを実施できました。

制約のある状況ではありましたが、今年も無事に論文集が発行できることを嬉しく思っています。

本論文集はコミュニケーション論ゼミ生の今年度の成果集です。 4部から構成されています。

第1部は、大学院修士論文の要旨と参考文献です。 「日本語上手ですね」とほめられることになぜ不快

感を覚えるのだろうかという問いに在日外国人へのインタビュー調査から迫った論文、二人称代名詞「あ

なた」の適切な使用状況を追究した論文、いずれも丁寧で説得力のある考察を導くことが出来ました。お

二人の研究の伴走が出来て、とても楽しかったです。それぞれの場でのご活躍を期待しています。

第2部は4年生8名の卒業論文要旨と参考文献リストです○大学生活後半の2年間がコロナ禍での制約

を強いられることになってしまいました。とはいうものの、ゼミでの学習が大きく変わることはなく、そ

れぞれが自分のテーマを大切に育て、卒業論文という成果に導くことが出来ました。卒論発表会での報告

はとても立派なものでした。不自由な中でもきっちりと成果を出せたことを誇りに思います。自信をもっ

て人生の次のステージに進んでください。充実した人生を歩まれることを祈っています。

第3部は3年生の個人研究論文です。各自、興味のあるテーマを選択して研究しました。コロナ禍での

制約はあったものの、テーマの設定、データ収集の仕方、分析の精度、論文の仕上げ方、どれをとっても

一人ひとりの個性が存分に発揮された成果となっています。明確なテーマに基づいてとことん調べて考え

抜くことはたやすくできるものではありません。卒業論文はまさに3年間で積み上げてきた考え抜く力の

成果が発揮されます。卒論を書く準備は整ったはずです。今回の経験を踏まえて、卒業論文に取り組んで

ください。

第4部は、国際教養学部教養学系2期生である2年生のグループ研究論文です。コロナ禍でスタートさ

せた大学生活は先輩たちが過ごしてきたものとは大きく異なります。様々な思いを抱えていることとは思

いますが、真撃にゼミの学習に取り組み、ゼミ生同士でのディスカッションや共同研究を重ねながら、立

派な論文を仕上げることが出来ました。この経験が今後の研究に必ず活きてきます。さらにレベルアップ

を目指しましょう。
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